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平成２７年６月１９日 

総務省大臣官房企画課情報システム室 

 

民間競争入札実施事業 

総務省ＬＡＮシステムの更新整備及び運用管理業務の実施状況について（案） 

 

１ 事業の概要 

「競争の導入による公共サービスの改革に関する法律」（平成 18年法律第 51号）

に基づく民間競争入札を行い、以下の内容により、平成２４年度から総務省ＬＡＮ

システムの更新整備及び運用管理業務を実施している。 

（１）業務内容 

ア 更新整備に関わる業務 

総務省職員であるユーザがＬＡＮ端末によりメールの送受信・共有ファイル

の利用、インターネット接続等のサービスを利用するために必要な総務省ＬＡ

Ｎシステムを更新整備するため、プロジェクト管理、設計、開発、構築、試験

及び移行を行う。 

  イ 運用業務に関わる業務 

総務省ＬＡＮシステムの安定した稼動を確保するため、以下の運用に係る各

種対応業務を行う。 

・運用：パッチ適用、要員計画等の年次・月次の運用計画を作成し、機器の稼

動監視、不具合時の対応等を行う。 

また、ＬＡＮ端末、ＬＡＮプリンタ等の資産・構成管理、セキュリティ

管理を行い、利用者からの各種申請、問合せに対応するヘルプデスク業

務、提供サービスやセキュリティ事故発生時のインシデント対応を行う。 

これらを総合的に管理し、サービスの品質を維持・向上させるためのサ

ービスレベルマネジメントを行う。 

・教育：部局運用担当者及び主管係に対するシステム研修の実施、ユーザに対

する総務省ＬＡＮ利用手順書の作成・更新を行う。 

・保守：本調達で納入する全てのソフトウェア・ハードウェアの機能の維持に

係る保守を行う。 

（２）契約期間 

   平成２４年６月１４日から平成２９年３月３１日まで（４年１０か月間） 

（３）受託事業者 

   新日鉄ソリューションズ株式会社 

（４）実施状況評価期間 

   平成２４年６月１４日から平成２７年３月３１日まで 

（５）受託事業者決定の経緯 

   入札参加者（２者）から提出された総務省ＬＡＮシステムの更新整備及び運用
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管理業務における提案書、競争参加資格等、民間競争入札実施要項に記載された

入札書類を審査した結果、当省が定めた評価項目の要求要件を全て満たしている

ことを確認した。 

   入札価格については、平成２４年６月１４日に開札した結果、予定価格の範囲

内であり、総合評価落札方式（加点方式）により新日鉄ソリューションズ株式会

社が落札者となった。 

 

２ 確保されるべきサービスの質の達成状況及び評価 

民間競争入札実施要項において定めた民間事業者が確保すべきサービスの質の

達成状況に対する当省の評価は、以下のとおり。 

評価事項 測定指標 評価 

業務の内容 民間競争入札実施要項「２

（１）ウ(ｲ)運用業務に係る業

務」に示す運用管理業務を適

切に実施すること。 

年次、月次及び日次報告によ

る業務内容を確認したとこ

ろ、運用管理業務を適切に実

施しているため、サービスの

質は確保されている。 

総務省ＬＡＮの

稼働率 

稼働率は９９．９０％以上と

する。ただし、拠点のプリン

トサービス・ファイル共有サ

ービス及びコミュニケーショ

ンサービス、ディザスタリカ

バリ（DR）サービス、運用管

理サービス、無線 LAN 接続サ

ービスは稼働率を９９．０

０％以上とする。 

正常稼働率は９９．９９８％

であるため、サービスの質は

確保されている。 

拠点のプリントサービス・フ

ァイル共有サービスは９９．

９８９％、コミュニケーショ

ンサービス、運用管理サービ

ス及び無線 LAN 接続サービス

は９９．９９９％、ディザス

タリカバリ（DR）サービスは

１００％の正常稼働率である

ため、サービスの質は確保さ

れている。 

セキュリティ上

の重大障害 

個人情報、施設等に関する情

報その他の契約履行に際し知

り得た情報漏えいの件数は０

件であること。 

情報漏えいの件数は０回であ

るため、サービスの質は確保

されている。 
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システム運用上

の重大障害の件

数 

長期にわたり正常に稼働でき

ない事態・状況及び保有する

データの喪失等により、業務

に多大な支障が生じるような

重大障害の件数は０件である

こと。 

重大障害の発生回数は０回で

あるため、サービスの質は確

保されている。 

ユーザの利用満

足度調査 

総務省ＬＡＮの利用に関する

満足度のアンケート調査を実

施し、その結果の基準スコア

（７５点）を維持又は向上す

ること。 

総務省ＬＡＮの利用に関する

満足度調査のスコアは平成２

５年度：８６点、平成２６年

度：８５点であり、サービス

の質は確保されている（詳細

は別紙）。 

   

 区分 平成２５年度 平成２６年度  
アンケート実施時期 

回答者数 

回収率 

スコア 

平成２６年５月 

６１名 

７０％ 

８６点 

平成２７年４～５月 

８７名 

９９％ 

８５点 

   

 

３ 実施経費の状況及び評価 

（１）実施経費 

実施経費（平成 24年 6月から 29年 3月まで） 

５，７１０，０００千円（税抜） 

 

（２）経費削減効果 

市場化テスト実施前経費（平成 20年 7月から 25年 3月まで） 

４，９８６，０００千円（税抜） 

（市場化テスト実施前経費）－（実施経費） 

＝４，９８６，０００千円 － ５，７１０，０００千円 

＝△７２４，０００千円 

削減率 △１４．５％ 

（３）評価 

市場化テスト実施前経費と比較して、複数年（４年間強）で７２４，０００千

円（１４．５％）の経費が増加している。増加経費は、市場化テスト実施前シス

テムとの運用期間の違いやサービス・セキュリティ対策の機能強化、それに伴う

運用業務内容の増加及び教育・研修の強化によるものである。 

具体的には、システム運用期間を４６か月から４８か月とし２か月の増となっ

たほか、総務省ＬＡＮは総務省全職員が利用する組織活動基盤であることから、
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安定性を重視し、回線帯域の増速、業務継続への対応としてディザスタリカバリ

サイトの強化・整備を行った。 

また、セキュリティ対策として、平成２３年度１１月に総務省として未知のウ

イルスによる感染事案が発生したことから、従来の既知のウイルスへの入口対策

だけでなく、未知のウイルスへの入口対策である仮想環境での振る舞い検知技術

を用いた早期検知、検知した場合の迅速な防御及び影響範囲の特定を図る等の出

口対策を講じた。これらセキュリティ対策強化の要件の検討に当たっては、ＣＩ

Ｏ補佐官やセキュリティ事業者のみならずパブリックコメントで仕様書に対して

提出された民間事業者各社の意見や指摘等を踏まえ、要件の見直し・追加を行っ

た。 

これらサービス・セキュリティ対策の強化に伴い、新たな運用要件が追加され、

そのための教育・研修も必要となった。 

 

４ 民間事業者からの改善提案による改善実施事項等 

  民間事業者から報告される業務報告書等において、利便性の向上、セキュリティ

対策の強化、運用の効率化等の観点から随時改善提案がなされ、実施されている。 

（１） 利便性の向上 

・業務開始直後の利用者からの問合せの増加に対応するため、運用事業者内でシ

フト勤務時間を調整し、問合せの量に応じて効率的な要員配置を行うことで対

応可能との提案を受け、ヘルプデスクの運用開始時刻を開庁日の０９：００か

ら０８：３０に変更し、利用者の利便性を向上した。 

・Ｗｅｂ会議システム、外部接続システム等の利用申請を簡便化し、処理に係る

フローを簡素化するため、専用の共有フォルダを設け、あらかじめ定めたルー

ルに基づき処理を行うことによって、利用者及び部局運用担当者の確認・連絡

に係る手間や処理漏れを軽減した。 

・平常時に利用するメールアプリケーションに脆弱性が発見された場合、代替メ

ールアプリケーションを利用するための利用手順書を追加で作成・整備した。 

・業務情報のデジタル化により増加する電子情報の取扱いを容易にするため、フ

ァイルサーバの組織別共有フォルダ、メールサーバの個人用フォルダの割当て

容量を変更・増加するとともに、関連する確認処理を見直した。 

（２） セキュリティの強化 

・巧妙化するウイルス等への感染防止策として、端末へのソフトウェアインスト

ールに係るアカウント権限を見直し、制限を強化した。また、ＬＡＮ上のセキ

ュリティ対策を経由せず端末への侵入が可能な経路としてＵＳＢ機器が考えら

れるため、ＵＳＢ機器接続時には利用者への注意喚起メッセージを表示すると

ともに、自動でウイルスチェックを行うこととした。 

・利用者は、端末がウイルスに感染したことに気付かない場合も多いため、ＬＡ

Ｎ上に設置されたセキュリティ機器で疑わしいメールの受信やＷｅｂサイトの
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閲覧を検知した場合の自動隔離、端末への感染を検知した場合の自動切断等の

機構を実現した。また、ＬＡＮ上の機器の設置場所、通信経路を考慮し、耐障

害性も高める工夫を行った。 

・従来の既知のウイルスのみでなく、高度化する未知のウイルスへの対策として

運用事業者においてリスク分析を行い、事前にインシデント発生時の対応フロ

ーを整備することにより、セキュリティインシデントの兆候を早期に把握、発

生時には迅速な初動を実現できる体制をとった。 

（３） 運用の効率化 

・Ｗｅｂ会議システム、外部接続システム等の利用申請を簡便化し、処理に係る

フローを簡素化するため、専用の共有フォルダを設け、あらかじめ定めたルー

ルに基づき処理を行うことによって、運用事業者の確認・連絡に係る手間や処

理漏れを軽減した。 

 

５ 全体的な評価 

本事業は、平成２４年６月から実施しており、報告書等によりシステムの運用状

況を確認したところ、システムが長期にわたり正常に稼動できない事態・状況はな

く、当該システムが保有するデータの喪失や情報の漏えい等により業務に多大な支

障が生じるような重大障害は発生しておらず、正常稼働率も平均９９．９９８％と

基準値を満たしている。 

また、総務省ＬＡＮ運用担当者に対する満足度のアンケート調査を実施したとこ

ろ、基準スコアを上回る平均８５．５点に達していた。項目別集計結果においても、

全ての項目について、「満足」と「やや満足」とする回答を合せて３分の２を超え

る担当者が満足度を示していることから、公共サービスの質の維持・向上が確保さ

れているものと評価できる。 

このように、実施要項において設定したサービスの質は確保されており、総務省

ＬＡＮシステムの更新整備及び運用管理業務は、総務省における行政業務を確実に

実施するため、本システムの利用者への継続的かつ安定的なサービスの円滑な提供

に資するという目的を達成しているものと評価できる。 

 

６ 今後の事業 

  本事業については、総合的に判断すると良好な実施結果を得られており、応札者

も２者であった。民間事業者の更なる参入促進のために、今後の事業（次期総務省

LAN の調達）に当たっても、引き続き、これまでの入札監理小委員会における次の

指摘を踏まえ、競争性を確保した上で市場化テストを継続して実施することとした

い。 

（１）設計構築に大半の費用を積み上げて初年度に要求される可能性があるため、「初

年度は設計・構築費に相当する額を契約金額の１／１０を上限とする。」と明記

することで予算額を上回らないよう、仕様書に明示。 
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（２）現行システム構築当時の作業スケジュール、提示書類について、民間事業者か

ら要望があった場合には閲覧できるよう仕様書に明示。 

（３）民間競争入札実施要項へのパブリックコメントで寄せられた有用な意見（特に

情報セキュリティ）は、適宜判断の上で仕様書に反映。 
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（別紙） 

 

総務省LANの利用に関する満足度アンケート調査結果 

 

１ 調査対象者 

総務省LAN運用担当者を対象に、各年度に利用満足度アンケート調査を実施した。 

調査区分 調査期間 

平成２５年度利用満足度アンケート調査 

回答者数：６１名 回収率：７０％ 

平成２６年５月１４日(水) 

～同年５月２３日(金) 

平成２６年度利用満足度アンケート調査 

回答者数：８７名 回答率：９９％ 

平成２７年４月２８日(火) 

～同年５月２０日(水) 

 

２ 項目別集計結果（各項目：１００点満点） 

（１）平成２５年度調査結果 

アンケート項目 満足 
やや 

満足 
普通 

やや 

不満 
不満 

各項目の

点数 

問合せから回答までに

要した時間 
65.57% 18.03% 16.39% 0.00% 0.00% 89.84点 

回答又は手順に対する

説明の分かりやすさ 
52.46% 26.23% 18.03% 3.28% 0.00% 85.57点 

回答又は手順に対する

結果の正確性 
57.38% 21.31% 18.03% 3.28% 0.00% 86.56点 

担当者の対応(言葉遣

い、親切さ、丁寧さ等) 
47.54% 21.31% 26.23% 3.28% 1.64% 81.64点 

 
全体の 

平均点 
85.90点 

（２）平成２６年度調査結果 

アンケート項目 満足 
やや 

満足 
普通 

やや 

不満 
不満 

各項目の

点数 

問合せから回答までに

要した時間 
54.02% 21.84% 22.99% 1.15% 0.00% 85.75点 

回答又は手順に対する

説明の分かりやすさ 
48.84% 32.56% 18.60% 0.00% 0.00% 86.05点 

回答又は手順に対する

結果の正確性 
53.49% 20.93% 24.42% 1.16% 0.00% 85.35点 

担当者の対応(言葉遣

い、親切さ、丁寧さ等) 
35.63% 35.63% 27.59% 1.15% 0.00% 81.15点 

 
全体の 

平均点 
84.57点 

 

（スコアの算出方法） 

回答までに要した時間、説明の分かりやすさ、回答・手順の正確性、担当者の対応につ

いて、満足100点、やや満足80点、普通60点、やや不満40点、不満0点として、各調査対象

者がアンケートに回答した結果の全体の平均点を以て総務省LANの利用満足度としている。 
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基準スコア７５点以上 




